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注意事項 

1． 試験開始の合図があるまで，この冊子を開いてはいけません。 

2． 本冊子の総ページ数は 6 ページです。落丁，乱丁，印刷不鮮明な箇所などが

あった場合には申し出ること。 

3． 解答には，必ず黒色鉛筆（または黒色シャープペンシル）を使用しなさい。 

4． 問題は２題出題されます。２題とも解答しなさい。 

5． 解答用紙は計２枚配られます。解答する問題ごとに必ず１枚の解答用紙を使

用しなさい。解答用紙に書ききれないときは，裏面にわたってもよい。 

6． 解答は日本語または英語で記入しなさい。 

7． 解答用紙上方の指定された箇所に，受験番号およびその用紙で解答する問題

番号を忘れずに記入しなさい。問題冊子にも受験番号を記入しなさい。 

8． 計算用紙は本冊子から切り離さないこと。 

9． 解答に関係のない記号，符号などを記入した答案は無効とする。 

10． 解答用紙および問題冊子は持ち帰ってはいけません。 

受 験 番 号 

      

問題冊子にも受験番号を書きなさい。 
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（計算用紙） 
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第１問（数学） 

 

（問 1）次の積分 
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に関する以下の問に答えよ．ただし xlog は自然対数関数，eは自然対数の底であ

る． 

(a) 
tex  として式(1)を tに関する積分式に変換せよ． 

(b) 三角関数 sin t のラプラス変換 




0
sin dtet st

を計算せよ．計算の過程も示せ． 

(c) 上の (a)，(b) の結果を用い，式(1)で表される積分の値を求めよ．  

 

（問 2）以下の微分方程式の一般解をそれぞれ求めよ．ただし xlog は自然対数関数，eは自

然対数の底である． 
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第２問（数学） 

 

次の xy平面上の二次曲線について，以下の問に答えよ．ただし xと yは実数とする． 

  2𝑥2 − 2√3𝑥𝑦 + 4𝑦2 − 20𝑦 + 15 = 0 (1) 

 

（問１） ベクトル𝒙 = (
𝑥
𝑦)，𝒃 = (

𝑏1

𝑏2
)，実対称行列A = (

𝑝 𝑞
𝑞 𝑟)を用いて式(1)を次式に変形する． 

 𝒙 
𝑡 A𝒙 + 2𝑡𝒃𝒙 + 𝑐 = 0 (2) 

このとき，実数 b1，b2，p，q，r，cの値をそれぞれ求めよ．ただし 𝒙 
𝑡 と 𝒃 

𝑡 はそれぞ

れ𝒙と𝒃の転置ベクトルを表す． 

 

（問２） （問１）で求めた行列 A の固有値および固有ベクトルを求めよ．ただし，固有ベク

トルは大きさ 1の単位ベクトルとせよ． 

 

（問３） 行列 Pを用いて、行列 A を対角行列 B = P−1AP に変換する．このとき，行列 Pおよ

び Bを求めよ．ただし P−1は Pの逆行列を表す． 

 

（問４） （問３）で求めた行列 Pを用いて，P𝒙′ = 𝒙の変換により式(2)を次式のように変形で

きることを示せ．  

 𝒙 
𝑡 ′B𝒙′ + 2𝑡𝒃P𝒙′ + 𝑐 = 0 (3) 

ただし𝒙′ = (
𝑥′
𝑦′

)である．Aは実対称行列なので，Pは直交行列，すなわちP𝑡P = PP 
𝑡 =

E（ P 
𝑡 はPの転置行列，Eは単位行列）であることに注意せよ． 

 

（問５） （問４）の結果をもとに，x'，y'を用いて式(1)を表せ． 

 

（問６） 式(1)の二次曲線を xy平面上に描け． 

 

（問７） x，yが式(1)を満たすとき，𝑓(𝑥, 𝑦) = √3𝑥 + 𝑦 の最大値を求めよ．また，𝑓(𝑥, 𝑦)が最

大となるときの x，yの値を求めよ． 
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（計算用紙） 
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（計算用紙） 

 

 

 

 


